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富士山の見えるところに温泉はない。
（箱根・伊豆地方の諺）

谷あい

富士山は見えない

｢箱根七湯」の図

河川の浸食により、温泉を貯えている地層が露
出しているところに、温泉が湧き出していた。
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温泉観光の
普及・流行

掘削技術の進歩

新しいポンプの開発

温泉需要の増加

くみ上げ量の増加

井戸数 湧出量

1958(昭和33)年 210 11.6(ｍ
3
/分)

↓

1969(昭和44)年 346 23.0(ｍ
3
/分)

箱根温泉の井戸数・湧出量の増加

図 箱根湯本の温泉水位の経年変化(大山 1989)



温泉需要の増加

昭和30年代～温泉井戸の水位低下が観測され、

温泉涸渇の心配が高まる

昭和42年～温泉掘削や汲み上げ量についてのルール
(神奈川県温泉保護対策要綱)を定める。

①県内を規制地域（保護地域、準保護地域
など）と一般地域に区分

②温泉の新規掘削や、汲み上げ量決定のた
めのルールを定める。



温泉保護のための地域設定



温泉保護のための地域設定

地域区分 設定の基準 主な地域

過去に源泉相互の影響が顕著 箱根温泉の一部

過去数年間、水位・温度の低下が顕著、かつ揚湯量が減少 湯河原温泉の一部

源泉密度が特に高い

過去に源泉相互の影響が現れている 箱根温泉の一部

最近、水位の低下が現れている 湯河原温泉の一部

湧泉を温存する必要がある 中川温泉の一部

最近、源泉相互の影響が現れている 箱根温泉の一部

源泉間に一定の距離をおくことが適当と認められる 湯河原温泉の一部

今後、水位の低下が予想される 中川温泉の一部

蒸気の噴出を主とする 鶴巻温泉の一部

一般地域 上記以外の地域

温泉特別保護地域

温泉保護地域

温泉準保護地域



温泉保護のための地域設定

地域区分 新規掘削 揚湯量の制限
動力装置の変更
に関る措置

休止源泉の復活

認めない

認めない

一般地域

既存源泉から水
平距離が110m
以上、かつ既存
源泉に影響のな
い場合に限り認
める

最高限度量以
内、かつ200ｍ以
内の既存源泉に
影響を及ぼさな
い量

認めない

認めない

井戸ごとに定め
られた量（実態
調査等の平均）
の95％

井戸ごとに定め
られた量（実態
調査等の平均）
以内

既許可装置
許可時の量以内

温泉特別保護地域

温泉保護地域

温泉準保護地域

既存源泉から水
平距離が150m
以上の場合に限
り認める



管轄保健所による定期的な
実態調査
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※小田原保健福祉事務所温泉課による

湯河原温泉における
実態調査

○最近の傾向

・源泉数、揚湯量とも横ばい

→保護対策の効果か？

・温度は一様に低下傾向

→揚湯量の抑制による？

→揚湯による温泉の状況の変
化？
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動力泉

湧泉

箱根上地区(湯本・
塔ノ沢以外)における
実態調査

○最近の傾向

・動力泉、自然湧泉とも

数、量、温度は、ほぼ横ばい

→保護対策の効果か？

※小田原保健福祉事務所温泉課による



温泉保護の取り組みなどにより、現在、涸渇化の
傾向は、落着きを見せている。 (菊川；2003など)

図 箱根湯本と宮の下における、温泉温度・湧出量の推移
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神奈川県における
深度1000m以上の温泉井戸数の推移
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神奈川県の大深度温泉（市町村別）
市町村別の源泉数

市町村 源泉数

箱根 10

湯河原 9

横浜 6

小田原 3

藤野 3

相模原 3

その他 21

計 55

（2005年3月末現在）

箱根

湯河原

横浜



神奈川県の大深度温泉
（温泉全体に占める割合）

源泉総数 ５２５

大深度温泉数 ５１

（2004年3月末現在）

源泉総数の約１０％

県全体の湧出量 約37,000L/min

大深度温泉井の許可量 約4,600L/min
(日量約6,600ﾄﾝ)

（2004年3月末現在）

総湧出量の
約１２％



一般地域におけるルールづくり

神奈川県では・・・

①深さ1000m以上の温泉井戸の掘削
→既存井戸から1000m以上の距離をとること

②汲み上げ量の決定

→汲み上げ量と水位低下の関係を調査し、その結果に基づ
き判断



大深度温泉の集水域について(大山試算)
①年平均気温15℃の地域で、温度35℃の温泉を100ﾘｯﾄﾙ／分揚湯する場合に地
下から獲得する1秒あたりの熱量は

(100×103)×１×(35－15)／60 ＝ 3.33×104（cal／sec） （１）

島津(1971)によれば、日本の平均的な地殻熱流量(地下から供給される熱エネル
ギー)は火山地域では2HFU以上、非火山地域では約1HFU(Heat Flow Unit：＝
10-6cal/cm2･sec)である。したがって非火山地域において(１)の熱量を集めるため
の範囲を半径R１ｍの円とみなすと

π・(R1×102)2×(１×10-6)＝ 3.33×104

したがって R1 ＝ 1030 (ｍ)

②大深度温泉の帯水層に供給される水の量を年間降水量の１％とする。神奈川
県の年降水量は1600mm程度であるから、毎分を100ﾘｯﾄﾙ／分の温泉を集水する
のに必要な範囲を半径R２ｍの円とみなすと

π・R22 ×(1600×10-3)／(365×24×60)×1／100 ＝ 100×10-3

したがって R2 ＝ 1022 (ｍ)



段階揚湯試験結果から適正揚湯量を求める
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段階揚湯試験結果から適正揚湯量を求める

揚湯量 水位低下量
ﾘｯﾄﾙ/分 ｍ

50 50.7

80 79.0

110 104.9

130 154.6

160 255.6
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適正揚湯量で許可しても．．．
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大深度温泉保護のためのルールづくり

地域ごとに異なる温泉の成因の解明

水位や温度・成分のモニタリング、データ収集

温泉帯水層の地質と、その分布の把握

※新たな開発により、新たなデータの蓄積が進んで
いるのも事実



温泉を調べるために必要なデータ

★水位：静水位が望ましいが、既存のものほど測定が困難

(利用状況 ＋ 井戸の構造の問題)
★揚湯量：動水位とセットなら意味が増す

★温度：測定、記録が容易

★成分：項目を絞ることで、測定頻度が確保できる

※モニタリング目的ならば

・年１回程度の測定

・測定の条件(時期、利用状況)が、毎回同じであること

★地質：探査結果や、掘削時の柱状図・試料が重要



温泉を、貴重な資源として、今後も
大切に利用していくために

温泉を利用する

消費者
正確な情報の
やりとり

事業者
・温泉は貴重な資源
であるという認識

・利潤追求だけでな
い謙虚なかかわり

研究者
・温泉の成因解明
・将来予測

行政
・温泉保護のための
ルール作り


